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得たのは36病変で,癌化は 2例に認れ l例は5年 8カ

月で増大 した Ⅲa様病変で. 1例は 3年11カ月で槌色

調 tla様病変が増大 し.赤色調の癌化 した I型部分を

秤-1-､た.このように胃腺陸は,敢重な経過観察が必要で

あり,形態,色調の変化に注意することが肝要と考えら

かた.
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∴一 一 ' ● ∴ ∴ ､･...

小山 轟…1.:･関･行 政推 し県 立_'--:ト央 病 院)

症例は7こけ男M:..昭和6O年 8月12ll.他病院で幽門紡

軽部にlle+m様LT)病変L/')ため,再検LT)トi的で紹 介され

たが.内祝鏡像でも 1,1eJ二確診出来ず, 生検が Grout)

1と診断 されたたれ そJ)後6-カ月ごと_に13-711~Jまで観

察 した症例の経過 を報告 した.6jJJ-】後では胃X線像で

は病変はとらえられず亨内祝鏡像で病変部は確認出来る

も Ile と確診出来ず.生検で ヰ)始畠')陰性LL二診断 さオ豆二

が,再度(7)診断で Gt･oupⅣorVと疑われ re.-1九日Jう

指示あり.更iこ6-,t7月後.計13カ月後LJ)再検で､X線像

同部は 15×16cm LTllla+ tlcで深達度はm(･p')癌で

あー･〕九二.

6)経略的加 Lj視錆観察をし得た llc+lla型
進行胃癌
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内視鏡的に急性期激痛と診断 され 且年間内科的治療

を施行された後.foll(-w ut)内視鏡が施行され IT｡ 型

早期胃癌を疑い変換 したところ,印環細胞癌を混 じる低

分化腺癌 と診断 され 胃亜全摘術 (絶対治癒切除的)浴

施行された.3.2clllX2.5cm 人Lr)rIc+ lla型進行胃癌

を 1年前の内視鏡所見,術前の所見及び切除標本 ･T)肉眼

的対比を行い,組織学的な裏付けを行一･一た. 潰癌性病変

の肉眼的観察では,陥凹周辺の隆起の形態,色調及び潰

癖辺縁部での色調の変化が癌の鑑別土盛要と思われた,

7) 3年間経過観察 中の早期 胃癌の 1例

∴ 一･.':丁･:∴ 十 .十 ･

症例は現在80才し')女性.5Li年 7乱 55年3廿 56年8

札 59午11月(T)胃内視鏡検査では癌腫を認め左し､.62年

3月 IIL,型早期胃癌上診断,Lvr.I-Hトーで肝移転. ll

ンノべ節 転 移なく1･･術を勧めるも拒否したため 7回にわた

･Tl_Tl'} ノ･-′Li,:371:.をくりか:iした. 1年3月i二は IIこ1

型-Iil･朋胃癌に_肉眼形態は変化 したが肝転移. lIンべ節転

移は出現せず,腰痛マーカーを含めた血液生化学梗塞に

も変化を認めなかった.その 後 ぼ け症状が出現 したため

内視鏡検査はおこなわず外 来 にて 経過観察｢卜亡ある.内

視鏡所見の変化はエタノール履注による人為的操作の影

響が圭か.癌本来LT)自然経過にLLろ増姉態度L;')変化かは

不明である.癖と診断される2年 6ケ月前闘 ま癌とは診

断できない内視鏡所見であり学期腎癌の自然史を考える

うえで鷺還な症例と考え報告 した

8)長期間経過観察 した胃癌症 例 の検 討

r叶と -一明 ･岸 浴
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本来,胃癌 と診断 さかた場合は外科的および内視鏡的

に切除することが唯 一の限治療法であり.経過観察は許

されない. しかし,患者の治療拒否,医師の誤診,盤橡

で悪性の証明が得 られないなどの理由で,結果的をこ濃期

間経過観察されて しまう症例 も存在する.

今回,手術例のみを対象として,そのような症例を検

討 Lた,過去 2隼問で(う])f汀人卜経過観察された胃癌は

18例であ.I).そL')小で陥門型胃癌13例を選び,'lil-)5例

封代覧 した∴なお､陥i!_里PH里長1.'!倒しさ)内訳は【11癌5例,

sm 癌 5例亨進行癌3例であり,きちんと経過観察され

た症例は全例早期癌でか-､た.反軸 二進行癌は受診中断

例をこ多く,今後留意すべき問題点と考える書

9)糖尿病を契機として発見 された勝内分泌液

楊L:i1例

Il'∴ : ∴ .一 十 ;::.'

前日 浴伸 .小黒 仁 ( 同 内科＼)

野田 裕 (新潟大学第-病理)

今回我 々は.術前に【fll中リマ 卜1ヤ+ン値が 7.1∴ipg

mlと上昇 し免疫組織学的染色法で腸性細胞を認めたた

め, ソマ トスダチノ-マが最 も疑われる輝内分泌腰痛の


